
１．特徴・外観

2023.4.27
生駒の田中

「レーザークロスシューティング」の修理
～ 時々 リロードしない ～

・「レーザークロスシューティング」は、赤外線の

レーザー銃を2セット使いバトルゲームをする

おもちゃです。（発売元：株式会社メガハウス社）

・銃（レーザーブラスター本体）と的となる受光部

（ライフコア）が1セットです。

・レーザーブラスターとライフコアは1本のコード

（12芯線）でつながれています。

２．故障内容

・今回の修理依頼品は、レーザー弾の補充（リロード）が不安定で時々動作しなくなります。

・リロードは銃の引き金（トリガー）を2秒以上引き銃の本体を上下や左右に振ると行われます。

・故障の症状からコード内のリード線が半断線状態になっていると想定し、レーザー銃とライフ

コアをつないでいるコードの出口付近をつまんで上下や左右に動かしてみました。

・レーザー銃の本体から出ているところ（ ）を動かしたときに故障の症状が再現できました。

３．修理の方法

3-1．ライフコアの分解

・コードの断線状態を確認するためには、レーザー銃とライフコアを分解して基板につながれた

12芯のリード線両端での導通を計らなければ出来ません。

・ライフコアは、裏蓋を止めている6本のねじを外し簡単に内部の基板をみることが出来ます。

・基板の端にリード線が半田付けされている12の端子と信号の表示があります。

端子表示 配線色 信号

VSS 黒 電源（—）

GND 灰 グランド

MO 水色 振動スイッチ信号

TG 茶 トリガー信号

SP- 桃 スピーカー（—）

SP+ 黄 スピーカー（＋）

BL2 緑 パワーインジケータ（青）

RE2 橙 パワーインジケータ（赤）

TX 白 レーザーLED

BL1 青 チームカラーLED（青）

VCC 赤 電源（＋）

RE1 紫 チームカラーLED（赤）
ライフコア内回路基盤 配線端子

レーザー
ブラスター

ライフコア

途中断線が疑われる部分



３．修理の方法

3-2．レーザー銃の分解

・レーザー銃は左右対称の部品で作られていて、中央に合わせ面のラインは見えていますが

ねじは使われておらず簡単に分解することができませんでした。

・そこで、ケーブルが入っている銃のグリップ部分を切り開くことにしました。

（※ 修理依頼者には切って分解することを伝え了承を得ました。）

・グリップ内の基板にはライフコア内の基板と同じ表記の端子がありますので、この端子間の

導通を確認することができます。結果的には、トリガー（TX）間の導通がありませんでした。

・コードは12芯で全線長を交換する代替の線がなかったので断線していると思われる部分だけ

（基板から10cmほど）を切断し、再配線をしました。

レーザー銃のグリップ部分を切除 グリップ内の基板端子

3-3．組立・完成

・再配線（半田付け）が終わったら切除したグリップ部分を元の位置に被せテープなどで仮組し

動作確認をします。

・故障が直ったことを確認したら切断面に接着剤を塗り元通りに組み立てます。

※ 切断部分の傷が目立ったり、接着の強度に不安がある場合は写真のようにグリップ部分に

テープを巻いてもよいです。（今回は巻かずに接着のみです）

（完成）
グリップ部を接着

（参考例）
グリップをテーピング

導通不良個所を断線


